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与り知らぬ「日本人」
　「高麗人たちはたとえ皇太子の産毛一本であっても喜

んで傷つけるだろう」。

　「皇太子は必ずや守らねば。もし暗殺が成功したとし

たら俺たちは黄河に飛び込んだとしても、その汚名をそ

そぐことができなくなる」。

　これは、2014 年に公開された台湾映画『大稲埕』の

なかに登場する

セリフである（1）。

最初のセリフは、

アヘン禁止運動

を行う蒋渭水（2）

を陥れるために

台湾人アヘン商

人が雇った「高

麗人」（中国語

では朝鮮民族を

意味する）刺客

たちの言葉であ

る。この刺客た

ちは、台湾行啓

のために来台し

た皇太子（後の昭和天皇）の暗殺を企てる（3）。次のセリ

フは、皇太子の暗殺計画を知った蒋渭水が大稲埕の「台

湾人」たちへ暗殺阻止を呼び掛ける際の言葉である。

　この映画に登場する主な「日本人」は大稲埕の警官た

ちで、その行動は横暴そのものである。「台湾人」たち

は、「日本人」の横暴に耐えながらも、その「日本人」

が知らない皇太子暗殺計画を阻止するために「高麗人」

とドタバタ劇を繰り広げる。最後は、「高麗人」が放っ

た銃弾から皇太子を守るために主人公とヒロインはその

射線上に飛び出す。

　この映画は、今回参加した国際学術大会でも取り上げ

られた。なぜ映画の紹介からはじめたのかというと、こ

の映画に登場する「日本人」の姿と今回の国際学術大会

に参加して得た感想が不気味なほどリンクしていると感

じたからである。

国際学術大会の概要
　2017 年 3 月 25 日、ソウルの建国大学校において

（出典：映画『大稲埕』の広告ポスターについては Facebook に開設されている映
画の公式ページ「電影大稲埕」（https://www.facebook.com/timetraveler2014/
photos/a.404532432992082.1073741828.404119789700013/47436718
2675273/?type=3&theater 2017 年 11 月 29 日参照）より引用した。他の 2
点については YouTube に開設されている映画の公式ページ「電影大稲埕」にア
ップロードされた映画の予告編「電影《大稲埕》首支正式預告」（https://www.
youtube.com/watch?v=JcGosw-1k0I 2017 年 11 月 29 日参照）より引用し
た）

研究会報告

「식민지 조선과타이완의풍경과 기억 
（殖民統治下的朝鮮、臺灣之風景與記憶／植民地朝鮮と台湾の風景と記憶）」参加記

日時：2017 年 3月 25日（土）
場所：韓国　建国大学校
新垣 夢乃（非文字資料研究センター研究協力者／呉鳳科技大学助理教授）　　

映画『大稲埕』の広告ポスター
（提供 青睞影視製作股份有限公司）

映画『大稲埕』の冒頭の一場面
（提供 青睞影視製作股份有限公司）

皇太子一行に対し「自由」と書いた旗を掲げる人々とそれを止めさせ
ようとする警官たちが描かれる場面
（提供 青睞影視製作股份有限公司）
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センター

「식민지 조선과타이완의풍경

과 기억（殖民統治下朝鮮、

臺灣之風景與記憶／植民

地朝鮮と台湾の風景と記

憶）」という国際学術大会

が開催された。主催は建

国大学校アジアコンテン

ツ研究所、後援が中華民

国教育部、韓国研究財団、

建国大学校によってこの

国際学術大会は開催され

た。

　タイトルや後援団体を見ていただければわかるように、

台湾と韓国の公的機関と韓国の大学の援助を受け、韓国

において開催された日本植民地期の朝鮮と台湾に関する

国際学術大会である。発表者のなかで日本人は神奈川大

学非文字資料研究センター『戦時下日本の大衆メディア

研究』班の大串潤児氏と筆者の 2 人のみで、他の 9 人

はすべて韓国と台湾の研究者であった。各発表者と発表

タイトルは下記のようになっている。

　1 部　植民地朝鮮

・金容澈（高麗大）：「植民地風景の二重構造―朝鮮と

台湾の場合―」

・姜泰雄（光云大）：「抗日と郷愁の弁証法的表象―台

湾と韓国の映画は植民地時代を

どのように描いているのか―」

・金季杍（高麗大）：「尹白南の日本語小説とラジオ野談」

・成玧妸（祥明大）：「朝鮮語会話書を通してみた朝

鮮・朝鮮人の様子」

　2 部　植民地台湾

・孫準植（中央大）：「『毎日新報』（1910―1945）記

事を通してみた植民地朝鮮の台

湾認識」

・柳書琴（清華大）：「沈黙の空間：佐藤春夫の未完成

の旅行と王家祥小説の中のブヌ

ン族の沈黙領域」

・洪允姫（延世大）：「植民地期台湾のアタヤル族の首

狩り儀礼の変化と終結」

・尹泳祹（聖公會大）：「植民・脱植民時期の映画中の

台湾原住民の再現と消費―『サ

ヨン』を中心に―」

・新垣夢乃（呉鳳科大／神奈川大）：「植民地台湾の紙

芝居―その活動の記録と記憶―」

・洪榮林（延世大）：「植民地台湾の歌仔劇の歴史と文

化的含意」

植民地台湾の紙芝居
　この国際学術大会において筆者は、植民地台湾におい

て紙芝居を演じている側の「日本人」や紙芝居を「台湾

人」の大人や「台湾人」の子どもたちはそれぞれ紙芝居

をどのように見ていたのかについて発表した。そこでは、

①日本人の大人（「正しい」日本精神を伝える）⇔台湾

人の大人（「台湾大衆文化（伝統文化）」の強調）、②日

本人の大人（「正しい」日本精神を伝える）⇔台湾人の

子ども（あまりおもしろくない）、③台湾人の大人（「台

湾大衆文化（伝統文化）」の強調）⇔台湾人の子ども

（おもしろい娯楽の一つ）というように、相互に異なる

視線を有する三者の姿が交錯していたことを指摘した。

　それに対して、コメンテーターを務めてくださった仁川

大学校の宋承錫氏より台湾人の大人たちが強調した「台

湾大衆文化（伝統文化）」がどのように選択されたのか、

選択された伝統文化と中国大陸との関係性を明らかにす

る必要があるのではないかという問題を指摘していただ

いた。また、韓国の釜山周辺地域では、1950 年代まで

紙芝居と同じようなスタイルのメディアがキリスト教会で

用いられていたという情報提供もいただいた。これらの助

言や情報提供は、個人的には今後の調査・研究につなが

る大きな成果であったと感謝している。

　しかし、今回の国際学術大会で得られた最大の成果は

幅広い視点のあり方を実感できたことであった。

Slipping propaganda
　なかでも興味深かったのが尹泳祹氏の台湾の先住民族

国際学術大会のポスター ハングルと中国語（繁体字）で書かれた大会のプログラム
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のサヨンという少女の事故死が、戦前の日本、戦後の台

湾でいかに利用され忘却され、それがどのような形で再

発見されたのかをまとめた報告であった。1938 年にサ

ヨンは死亡した。その死は当時、「滅私奉公」「殉国」と

評され「愛国少女サヨン」が誕生した。その後、李香蘭

がサヨンを演じた映画『サヨンの鐘』（1943 年）が作

られた（4）。映画には台湾人の戦争協力を呼び掛けるプロ

パガンダが込められていた。だが、映画公開時にはすで

に台湾には志願兵制度が存在していた。興行的には成功

をおさめた『サヨンの鐘』も、プロパガンダとしては

「Slipping propaganda」であったとの尹氏の評は非常

に興味深いものであった。戦後も 1956 年にサヨンの

物語は映画化されている（5）。しかし、そこでは「愛国」

から「愛情」の物語へと姿を変えていた。だが、その後

長らくサヨンは忘れ去られる。それが、2011 年に再び

サヨンを題材とした映画が台湾で製作されている（6）。そ

こでの主題は、サヨンという少女の生と死が日本や漢族

に他者化され利用されるなかで見落とされてきた先住民

の人々の生活をサヨンを通して「真の高山族の先住民の

声で自分たちの記憶を述べ、記憶しようとする」（7）こと

であった。そこから尹氏は現在のサヨンの表象が、サヨ

ンという少女の生死を親日と反日という二分法、単純に

イデオロギー化する論法を避ける穏やかだが強烈な抵抗

であると評している。

嘉農と微文高普
　姜泰雄氏の報告は、近年の台湾映画において日本植民

地期を舞台とする映画『賽徳克・巴萊』（邦題『セデッ

ク・バレ』2011 年）（8）、『KANO』（邦題『KANO 1931

海の向こうの甲子園』2014 年）、『大稲埕』（邦題『ピ

ース！時空を越える想い』2014 年）を取り上げ、そこ

から台湾における日本表象を抽出しそれを韓国の日本表

象と比較するものであった。

　『KANO』は 1931 年の甲子園で準優勝した嘉農（嘉

義農林学校）を取り上げた作品である。姜氏は、嘉農が

準優勝した大会には、朝鮮半島からも京城中学が出場し

ていたことを紹介する。さらに戦前の朝鮮半島からは複

数のチームが甲子園に出場し、最高でベスト 8 という

成績を残している。特に 1923 年の微文高等普通学校

はメンバーが朝鮮民族のみで構成されており、その際に

はベスト 8 という成績を残している。にもかかわらず、

韓国ではこれらの出来事はほとんど語られることがない

という。一方『KANO』では、台湾の漢族と先住民族

と日本民族が協力し「民族統合」をなした時に最高の実

力を発揮するという骨子で物語が展開する。姜氏は、そ

こに『KANO』の物語としての完成度の高さを認めつ

つも、厳然として植民者と被植民者が存在していた状況

のなかでの「民族統合」という主張を行うことは植民者

の統治に従い協力しようという「宣伝」に他ならないの

ではないかと分析している。

積極的な「韓国人」、消極的な「台湾人」、与り知らぬ「日
本人」という表象
　さらに冒頭でも紹介した『大稲埕』の分析は興味深い

ものであった。姜氏は、自身がこの映画を観た時、暗殺

計画が成功すれば台湾と朝鮮半島は植民地支配から脱す

ることができ、やがて訪れる戦争も回避する展開が待っ

ているのではないかという予想がよぎったという。それ

は、主人公が未来からやってきた人物で未来の出来事を

知っているという観客と同じ立場にいるために生じた予

感であったという。だが、その予感は外れた。

　また映画のなかでは暗殺という積極的な行動に出る

「韓国人」（姜氏によると、映画中では「朝鮮人」ではな

く「韓国人」という言葉が使われているとしている。だ

が、筆者が見た映画では「高麗人」と表記されていた）

が描かれる。それに対して台湾人がとったのは不幸の手

紙作戦である。それは、皇太子の行列が通る時にそこに

来なければ、城堭（9）により不幸がもたらされるという

噂を流布する作戦である。それによって皇太子が行啓す

る沿道に多くの観衆を集め、暗殺を妨害しようとしたの

である。それは、いわば消極的な行動である。この消極

的な行動によって台湾人は「韓国人（高麗人）」の積極

的な行動を防ごうとする。そこでは「韓国人（高麗人）」

が、台湾人と日本人が営む共存関係の秩序を破り妨げる

存在として描かれる。さらにそこには台湾人の「韓国人

（高麗人）」に対する理解はまったくなく、被植民者とし

報告の様子
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ての連帯も共感も存在しない。姜氏は、それはあたかも

沖縄人が朝鮮人と混同されることを「恐怖」したのと同

じようであると分析している。そして姜氏は、台湾人が

被植民者としての連帯を語らず、植民者と被植民者とい

う権力関係を離れ、台湾と日本の「対等」な関係を結ん

でいた面を強調することが、現在の台湾にある日本や日

本植民地期に対する郷愁につながるのではないかという

分析を示している。

　最後に姜氏は、「映画を通してみた台湾の植民地時代

に対する感情は、我々が共感できる部分とそうではない

部分が克明である。中国と台湾という両岸関係に落ちて

しまったあまり、東アジア全体を眺んだり、植民地と侵

略という加害的な行為に対する批判的な視覚が一貫して

いないのは必ず指摘すべき点であろう。だからといって、

我々と異なるといって彼らの認識が完全に間違ったと断

定することはできないだろう」（10）と述べて報告を締めく

くっている。

おわりに
　今回の国際学術大会では、植民地朝鮮や植民地台湾の

文学、美術、演劇、映画、日本人向け朝鮮語会話辞書な

どの研究者たちが報告を行った。そのそれぞれ一つひと

つの分野だけでも一つの学術大会を開くことができるレ

ベルである。それが一堂に会して一つのテーマで国際学

術大会を開催する企画レベルの高さには驚愕した。

　韓国や台湾では近代史を語る際に、日本が必然的に登

場してくる。そのため当時の三者の関係や相互に与えた

影響を明らかにするという課題が存在する。だが、三者

の関係を見ることの重要性はそれだけにとどまらない。

韓国人が当時の三者の関係をいかに見るのか、台湾人や

日本人をいかに表象するのか。台湾人が当時の三者の関

係をいかに見るのか、韓国人や日本人をいかに表象する

のか。そのまなざしを知ることは現在の相手を理解する

ことにつながる。それだけにとどまらず、新しいものの

見方に気づき、新しい見方を生み出す豊かな可能性を有

している。

　だが、私はまるで冒頭で述べた映画に登場する「日本

人」のように、韓国人と台湾人の議論を与り知らぬまま、

のほほんと過ごしてしまっているのではないだろうかと

考えさせられた。今回の国際学術大会のレベルの高さ、

構想力の高さに驚くと同時に、そういった空恐ろしさも

感じさせられた。だがそのおかげで、今回学んだ多領域

を越え、違った立ち位置からの視線を意識しながら、そ

れらをくぐって如何なる問題をたてることができるのか

という課題をいただくことができた。そのことにも感謝

しつつ、最後に今回、国際学術大会へお招きくださった

建国大学校の権希珠氏をはじめ建国大学校アジアコンテ

ンツ研究所の皆さま、ならびに本稿に映画『大稲埕』の

画像を提供していただいた青睞影視製作股份有限公司に

感謝を述べたい。ありがとうございました。

註
（1）日本人にとっては過激なセリフであるかもしれない。だが、映画

『大稲埕』の舞台となっている 1920 年代の台湾では、実際に議会設
置運動などの民族自治や台湾の自治権獲得を求める運動、台中不敬
事件と呼ばれる朝鮮半島出身者による久邇宮邦彦王の暗殺未遂事件
などが起こっている。そのため映画の内容は、これらの実際の出来
事をもとに創作されたものであると考えられる。
　『大稲埕』は 2014 年に公開された葉天倫監督の作品である。
2014 年の台湾映画ランキングにおいては 3 位にノミネートされて
いる。日本では 2015 年にシネマート六本木で開催された『台湾シ
ネマ・コレクション 2015』において『ピース！時空を越える想い』
という名で上映されているが、日本では大規模な公開はなく、DVD
化もなされていない作品である。
　映画の大まかな展開は、現代から 1920 年代の大稲埕（台北市に
ある繁華街）にタイムスリップした大学生が、そこで当時の人々の
生活に触れ、実際にあった皇太子（後の昭和天皇）の台湾行啓、蒋
渭水の台湾議会設置請願運動などに巻き込まれるというものである。
一見すると重いテーマを扱った作品のようだが、ドタバタ劇のコメ
ディー要素の強い映画である。映画にはキャラクターとして台湾人、
日本人の警察官、「高麗人」の刺客、中国大陸からきた劇団員、後に
満州国となる中国大陸東北部から台湾へ嫁いできた女性など多様な
出自の人々が登場する。

（2）蒋渭水（1890―1931 年）は台湾の宜蘭出身の医者であり社会運動
家である。蒋は大稲埕で病院を営んでいた。また、社会運動家とし
ては台湾文化協会、台湾民衆党を創設し民族運動や台湾の自治を求
める運動を展開した。

（3）1923 年 4 月に皇太子（後の昭和天皇）は台湾を行啓している。
（4）1938 年に当時の台北州蘇澳郡から出征することになった日本人巡

査（同時に教師も務める）の荷物運びをしている時に川へ転落し命
を落とした先住民族のサヨン・ハヨンという少女がモデル。この少
女の死は、台湾総督によってサヨンを顕彰する鐘が作られ、台湾の
人々を宣撫する愛国美談となった。1941 年には作詞が西條八一、
作曲が古賀政男、歌が渡辺はま子によって『サヨンの鐘』という歌
謡曲が、1943 年には監督が清水宏、サヨン役が李香蘭によって

『サヨンの鐘』という映画が作られている。
（5）姜氏によると戦後の台湾でも 1956 年に『紗容之恋』（サヨンの恋）

という映画が製作されている。この映画は現在では見ることができ
ないが、映画ポスターの分析からサヨンの愛国美談というストーリ
ーではなく、サヨンという少女の恋愛のストーリーであったと推測
している。さらに、そこで描かれたサヨンの姿は野性的にそしてセ
クシーに描かれているという。

（6）1956 年に『紗容之恋』が製作されて以後、サヨンは長らく忘れ去
られた存在となっていた。だが、2011 年に『不一様的月光：尋找
沙韻』（さまざまな月光：サヨンを探して）という映画が製作されて
いる。

（7）윤영도「식민／탈식민 시기 영화 속 타이완 원주민 재현과 소비―‘사연’을 

중심으로」『식민지 조선과타아와의풍경과 기억』建国大学校アジアコン
テンツ研究所、120-121 頁。

（8）2011 年に製作された魏徳聖監督の『賽徳克・巴萊』（邦題『セデッ
ク・バレ』）は、1930 年に起こった霧社事件を題材とした映画であ
る。台湾映画史上最高額の製作費を投じて製作され、第一部太陽旗
が 144 分、第二部虹の橋が 132 分におよぶ大作である。

（9）城堭とは、台湾や中国における民間信仰の対象となっている神であ
る。これは土地を守護する神で、都市の土地神が城堭である。大稲
埕には城堭を祀る霞海城隍廟があり、大稲埕地域の人々にとって馴
染みのある神であるといえる。

（10）강태웅「항일과 향수의 변증법적 표상―타아와 한국 영화는 식민지 시대를 

어떻게 그리고 있나 ―」『식민지 조선과타아와의풍경과 기억』建国大学校
アジアコンテンツ研究所、15 頁。
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